２０１３年３月２日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第7章21～30節

・勉強：第3章12,30節、第9章27節、第18章5節
　２月の講話では、アルジュナのクリシュナに対する質問について説明しました。

その質問とは、「あなたはある時はギャーナ・ヨーガ、また別な時にはカルマ・ヨーガを称賛するので、私は混乱してしまいます。いったい私はどちらを実践すればいいのでしょうか？」でした。これに対するクリシュナの答えを覚えていますか？

出席者

　「ギャーナ・ヨーガ実践のためには、すべての欲望がなくなっている必要があるので非常に難しい。一般の人にはカルマ・ヨーガのほうが楽である」。
だいたいのところはいいのですが、１００点満点で５０点といったところです。

ギャーナ・ヨーガとカルマ・ヨーガの実践者は違います。

ギャーナ・ヨーガは悟りのための一番の近道です。

悟りといってもそれを求めるのは求道者であり、必ずしもすべての人が悟りを求めているわけではありません。

世俗的な人は、悟りについての話がされている場所を避け、そこから離れようとします。
霊的な人はもちろん神が好きで神を悟りたいのですが、そのためにいろいろな道があります。

カルマ・ヨーガ(働きの道)、バクティ・ヨーガ(信仰の道)、ラージャ・ヨーガ(瞑想の道)、そしてギャーナ・ヨーガ(知識の道)です。

この４つの道の中で一番近道であり、かつ一番困難な道がギャーナ・ヨーガです。

人が「私はギャーナ・ヨーガを実践します」と言う時、彼はギャーナ・ヨーガでは他に何もしなくていいので楽な道であり、すぐに悟れるだろうと考えていることが多いのですが、これは間違いです。
ギャーナ・ヨーガ実践のためには多くの準備が必要であり、それがなければ前に進むことができず結果が出ないだけでなく、自分が進歩していると誤解してしまいます。

ここで言う準備とは、

・識別

永遠と一時的、無限と有限、絶対的と相対的を絶えず識別する。

この絶えずという意味は、議論や読書の時だけでなく、いつもということです。

・放棄
　　識別だけでは不十分で、その次の段階は放棄です。識別した一時的、有限、相対的なものを放棄します。
・ヴェーダーンタ哲学の学習
　　ブラフマンについて勉強します。

以上のように、ここまで準備しないとギャーナ・ヨーガは実践できませんし、それは普通の人には困難なことです。

普通の人は欲望、執着にとらわれていますし、一時的、相対的なものを識別できません。
だとしたらこのような普通の人達は悟ることができないかと言えば、決してそんなことはないのですが、彼らに適した悟りへの道はギャーナ・ヨーガではありません。

普通の人にはカルマ(義務、働き、行為)が必要であり、カルマを行うことによって徐々に清まっていきます。第18章5節を見てください。

供犠と布施と修行に関する行為は、止めることなく、自ら進んで行いなさい。なぜなら、この三つの行為は、賢者をさらに浄化してくれるからだ。

儀式や寄付によってどんな結果がもたらされるかと言えば、それを行った人間が非利己的になるのです。
皆さんの心の大きな欠点のひとつが、利己的であることです。
日々すべての考え、行動の中心に「私と私の家族」があります。

この利己心から執着、束縛、無知、苦しみが生じます。
ではどのような実践で非利己的になれるかと言えば、自分とは関係のない他者に対する奉仕であり、それがヤッギャー(Yajna：供犠)とダーナ(Dana：布施)です。
ヤッギャーを英語で言うとサクリファイス(Sacrifice)で、これは日本語では「犠牲」と訳されることが多いのですが、本来は自分の大切なものを他者に差し出すという意味です。

自分の金、力を他の人のために使う、これがSacrificeの精神であり目的です。
そしてその結果、だんだん非利己的になっていきます。
純粋になるための一番有効な方法がこれです。

純粋になるためにもちろん感覚をコントロールすることも大切ですが、非利己的になることによっても心は清まっていきます。
我々は利己的であるがために否定的な結果に見舞われますが、自分ではなく他者のことを自然に考える非利己的な人間には肯定的な結果がもたらされます。
そしてこの非利己的になるための方法が、ヤッギャーとダーナです。

またタパス(Tapas:修行)は苦行(Discipline)のことです。

例を挙げると、深い眠りであれば体にとって睡眠時間は6時間もあれば充分なのに、もっと長く眠っていたいという人がいます。
その怠惰な心をコントロールして、少し早起きしてその時間を瞑想や霊的実践に充てる。

これが一番簡単なタパスの例です。

皆さんは「瞑想するための時間がない」と言いますが、皆さんに足りないのは時間ではなくやる気です。
タパスがもたらすひとつの結果として、タマス的な怠ける性質がだんだんなくなっていきます。
朝寒くて起きられないと考えると、ますます寒く感じます。
5時に起きるのも寒いですが、7時に起きても寒いのには変わりありません。

タマス的な性質をコントロールすることが必要です。
夕食をおなかいっぱい食べたり、夜遅くまでテレビを見ていたりすると、翌朝早く起きられないのでこれらを控えます。

感覚や心がやりたがることを抑える、これがタパスです。

もちろん、実践することが大変なタパスもたくさんあります。

たとえば断食。日本の禅寺では10日間食物を極端に減らし、ほとんどジュースだけというプログラムもあります。

聖者達はいきなり聖者になったわけではなく、いろいろなタパスを実践しています。

沈黙の行、冬冷たい池に首までつかってジャパムする、朝から夕方まで太陽を凝視しながらジャパムする、片足を地につけずにジャパムする等々、インドでは現代でも数多くの苦行の方法が実践されています。

インドで開催される世界最大の宗教の祭典、クンバメーラをご存知ですか？
そこではいろいろな種類のサドゥー(修行僧)を見ることができます。
このタパスの目的は感覚のコントロールで、その結果心が清まります。
しかしそこまで大変なタパスをしなくても、朝早起きして30分でも瞑想することが大切です。

以前にも説明しましたがカルマには、

　・ニッティヤ・カルマ(Nitya Karma)　　　　　　 :毎日行うカルマ

　・ナイミッティカ・カルマ(Naimittika Karma)　　：時折行うカルマ
の二つがあります。

ニッティヤ・カルマはこれも以前お話しした「パンチャ・マハ・ヤッギャー」(Pancha Maha Yajna：5つの偉大なヤッギャー) 
1 デーヴァ・ヤッギャー  　(Deva　 Yajna：神を礼拝し聖火に供物を捧げる)

2 リシ・ヤッギャー  　　　(Rishi　Yajna：聖典の勉強)

3 ピートゥリ・ヤッギャー  (Pitri　Yajna：先祖供養)

4 ヌリ・ヤッギャー　　  　(Nri　  Yajna：弱い人間に対する奉仕)

5 ブータ・ヤッギャー 　　 (Bhuta　Yajna：動物に餌を与える)

のことを指します。

・デーヴァ・ヤッギャーは神を喜ばせるためのヤッギャーで、神の名を唱える、神に祈る、お供えする。
・リシ・ヤッギャーは聖者を喜ばせるためのヤッギャーで、具体的にはウパニシャッド、ギーター、釈迦の言葉、イエスの言葉、ラーマクリシュナの福音など聖典の勉強のことです。
・ピートゥリ・ヤッギャーは日本の場合は、仏壇の位牌に供え物をする、線香をあげるなどですが、インドでは日本のお盆にあたる特別な日にガンジス河の水を汲んで、先祖に捧げます。

・ヌリ・ヤッギャーは自分に関係ない、たとえばホームレスの方たちのお世話をすることなどです。
・ブータ・ヤッギャーは動物の世話をすることですが、自分のペットに餌をあげることではありません。それはお世話ではなく執着です。ヴェーダーンタ協会には野良の狸や猫やとんびもやってくるので、これらに餌をあげています。

時折行うナイミッティカ・カルマは、子供の誕生、家族の葬式などの時に行うカルマです。
日課のカルマ、時折のカルマに自分の職業も加えた3つが、一般の人が行うべきカルマです。
またカルマを別の視点から、二つに分類することができます。
・アッブーダーヤ（Abhyudaya）
この世界で生きていくためのカルマ。道徳的であるなら生活の水準を上げたいなどの願望、野心があっても構わない。世俗的生活のための生き方、義務。
・ニシュレヤーシャ（Nihshreyasa）
　　今生、死後、来世の霊的向上のためのカルマ。霊的生活のための生き方、義務。
この二つを合わせたものが、我々が為すべきカルマです。
多くの人は世俗的なカルマのみを考えますが、それでは不十分です。

いっぽうで霊的カルマのみを考える人もいますが、これも問題です。

我々は毎日生活していかねばならず、世俗的カルマを完全に無視するのはよくありません。

世俗的カルマ、霊的カルマ二つ合わせることにより、我々の生活は全人的(holistic:ホーリスティック)で調和のとれたものになります。これがカルマ・ヨーガです。
世俗的なカルマについて言えば、ある人々は何も考えずに世俗的なものを楽しみ、世俗的な行為をします。

別な人々は世俗的なものを楽しんだり行為したりする時も、深く考えています。

ここで「考える」というのは、「識別」のことです。

楽しみや働きにおいてその目的やそれが自分の体、心、人間関係にもたらす結果について識別する人としない人、二種類の人間がいます。
バガヴァッド・ギーターには、ラジャス的楽しみ、サットワ的楽しみについて書かれています。
ラジャス的楽しみは、最初は甘露のように甘くても最後は毒のように苦くなります。

サットワ的楽しみはその反対で、最初は苦いけれど最後には甘露になります。

カルマをしながら考えている人でも、自分が今味わっているのがラジャス的な楽しみであり、いずれは毒になることを知りながら、それがやめられない場合があります。

それでも何も考えないでカルマを行うよりはよいのです。

何も考えずに楽しみ、行為する人は前に進めませんし、自分の欠点を直すことができません。

人は識別しても堕落することがありますが、そこから立ち直ればいいのです。

理解、識別を重ねることにより、最初は放棄できなくても徐々にそれが可能になっていきます。
「今すぐにやめられないが、私のこの楽しみは一時的なものであり、結果は否定的なものである」という考え、気付きが最初からあれば、それが識別であり、だんだん清まっていきます。

識別してカルマを行えば清らかになりますが、識別を伴わないカルマは束縛をもたらします。
カルマの分類の仕方が、アッブーダーヤ-ニシュレヤーシャの他にまだあります。

・プラヴリッティ・マールガ(Pravritti Marga)

・ニヴリッティ・マールガ(Nivritti Marga)

プラヴリッティ・マールガとは自分には世俗的な欲望があり、執着があり、純粋ではないことを認めたうえで、それでも悟りたいという人達のための道です。
マールガは「道」という意味ですが、求道者の９９％はこのような人達です。

プラヴリッティ・マールガは生活のため、欲望のため、執着のためにカルマを行っても構わないが、識別しながらそれを行いなさいという教えであり、カルマ・ヨーガと同じです。

「識別しながら働いてください、識別しながら楽しんでください、識別しながらお酒を飲んでください」と言うのはおかしいでしょうか？そんなことはありません。
シュリ・ラーマクリシュナは帰依者である劇作家兼俳優で大酒飲みのギリシュ・チャンドラゴーシュに対して、「酒を飲んでもいいが、まずは神に供えてからそれをお下がりとして頂きなさい」と教えましたが、その結果ギリシュ・チャンドラゴーシュは徐々に飲酒の悪癖から解放されてゆき、最後には禁酒することができました。

これが識別であり、神聖化(Spiritualization)ということです。
自分の仕事、やめられない楽しみ、何であれ神聖化するのです。
自分が何をコントロールできないかは人それぞれであり、皆さん自身で考えてください。

もうひとつのニヴリッティ・マールガは、最初から内も外も両方完全に放棄することであり、ギャーナ・ヨーガのことです。

先程も言ったようにニヴリッティ・マールガは悟りへの一番の近道ですが、とても難しい道です。
一般の皆さんは識別しながらのカルマ、プラヴリッティ・マールガを実践してください。

心の中に欲望があっても失望せずに、なぜ私は毎日仕事をするのか、人生の目的は何かを識別しながら、人生の川に流されることなく日々を過ごしてください。
ウパニシャッドの助言に従って、最も偉大な問い「私は誰か」を自分に問いかけてください。
自分は肉体、生命エネルギー、感覚、心、記憶、知性、自我、これらのいずれでもないと識別してください。
すべての行動について、この識別を行ってください。

最初は欲望や執着があっても、気にせずに識別を行ってください。

毎日の考えや行動について、その目的と結果を識別してください。

プラヴリッティ・マールガのために識別が必要だと言いましたが、それに加えて神とつながっている状態でカルマをすることが必要です。

神とつながっているためには、次のように考えながら実践することが必要です。
1 仕事は神からの授かりもの

2 仕事のための能力も神からの授かりもの

3 仕事は神を喜ばせるために行うもの

4 仕事をしながらも時々神のことを考える

5 仕事の結果がどうなるかは神に委ねる

6 仕事の結果は神に捧げる

7 手に入れたものはまず神に供えてから使う

・「仕事は神からの授かりもの」は、主婦、ビジネスマン、僧侶、すべての仕事について言えることですが、もちろん泥棒のような不道徳な仕事についてそのように考えてはいけません。
・「仕事のための能力も神からの授かりもの」に関して言うと、ある意味で、我々は時々泥棒です。
泥棒という言葉の定義は、「許可を得ずに他人のものを奪う」です。

たとえば自惚れの強い人間は口に出すかどうかは別として、仕事で成功するとそれは自分の才能によるものだと考えます。こう考える時、その人は泥棒になっています。

なぜならその才能も本来彼のものではなく、神のものだからです。

神のものを自分のものだと考えた瞬間に、泥棒になります。

・「仕事をしながらも時々神のことを考える」というのは、短い時間でも心を外から内に引き戻して、神の名を唱えたりすることです。

・「どんなものでもまず神に供えてから使う」は、日本人になじみのあるケースで言えば、皆さんは食事の前に何と言うでしょうか？「頂きます」ですね。

食事は神からの頂きものだということの確認ですが、本来はそれに加えて神への感謝とお供えという、全部で３つのアイデアが含まれています。
皆さんの多くは、早口で「頂きます」と言った途端にもう食べ始めていますが、何も考えずに惰性で「頂きます」と言っているだけで、それでは結果は得られません。

日々の行動において、考え深く(thoughtful)あってください。
多くの人は深く考えずに他人を真似て行動していますが、それでは人生の川に流されているのと同じです。
道で他人が早く歩いていると、自分も真似をして早足になります。
その人は仕事があり急いでいるのかもしれませんが、自分は何の仕事もなくても影響されてしまいます。少し識別すれば、おかしくて無意味なことをたくさんしているのがすぐわかります。
その他の項目については説明するまでもないでしょうが、これら7つの実践はどれも大変シンプルで、分かりやすいものです。第3章30節を見てください。
行動(仕事)のすべてを私に委ね、真の自我に心をしっかりと定め、いかなる欲望も所有意識も持たず、心乱されることなく、勇ましく戦いなさい！

次に第9章27節を見てください。

君が何をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),為)ようと、何を食べようと、何を供えようと、何を人に与えようと、どんな修行苦行をしようと、クンティー妃の息子(アルジュナ)よ！全てを私への捧げものとするがいい。

同じことを言っています。仕事だけでなく、寄付、苦行、儀式、すべての結果を神に捧げよと言っています。さもないと執着、束縛が生じるからです。
このことを日々の実践に関連付けて言うと、毎日の食事を必ず神に供えてから食べてください。
すべての食事は神から頂いたものなので、神に供え、神のことを思い、そのお下がりを食べてください。そうしないと、また泥棒になってしまいます。

第3章12節を見てください。

供養に満足した神々は、供養者に様々な物をお授けになるが、そうしたものを頂戴しながら神々に何の返礼せぬ者は、盗人と同じ。
すべて神に供えてから使ってください。

我々ヴェーダーンタ協会においては食事の時だけではなく、水やコーヒーを飲むときも心で神に供えてから頂くようにしています。僧侶も信者も等しく実践しています。

また協会が何かを購入した時には、まず神に供えてから使用します。

コンピューター、扇風機etc.もちろん自動車などは大きくて祭壇まで運べませんが。

日本でも神社でお祓いするように、インドでも新しく建てた家に入る前にプージャをします。
新しい服を買ったら、神に供えてから着てください。

真夜中に起きて瞑想するのに比べれば、これらの実践はそれほど大変なことではありません。

しかし簡単な実践でありながら、最終的な結果は大きいのです。

まず「私のもの」という執着や束縛がなくなります。

また仕事中でも神のことを考えることにより、神とつながり純粋で心静かになります。

我々の心はカルマという川の流れに流されて落ち着かなくなっていますが、一秒でも神のことを考えれば、心は静かになります。

その静かな心の状態で取り組めば、完璧な仕事ができます。

これまで説明してきた実践によって、霊的な面だけでなく仕事の面でも結果が得られます。
心が興奮して落ち着かない状態で仕事をしても、ミスをたくさん犯します。

一秒でも二秒でも心を内側に引き戻してから再び仕事に取り組むと、仕事はうまくいきます。

カルマ・ヨーガの実践によって自惚れがなくなります。
また仕事の結果を神に委ねれば、それを思い悩むことによるストレスもなくなります。

我々には仕事の結果をコントロールすることはできません。
成功するか失敗するかわかりませんが、結果を神に任せれば心配することもなく、ストレスがなくなります。
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